












































朝鮮總督府潮 鐵道官僚叫 鐵道政策 一大村卓一潮 境遇

要 旨

大村卓一(1872.2-1945.3)は 、朝鮮総督府鉄道局長 と南満洲鉄道株式会社総裁等を歴任

しなが ら、一貫 して朝満鉄道の連結を主張 し、それを実現させるために力を尽 くした。大

村は、鉄道が国土の開拓 と開発を先導する道具 として、経済 と産業の発展を促進する触媒
ヘ へ

と見なしていた。鉄道 こそが国家建設の基幹であり国勢膨張のてことなるとい うのがかれ

の信念だった。大村は北海道 ・中国 ・朝鮮 ・満洲等、帝国日本の辺境での鉄道経営に一生

を捧げた。大村は、鉄道経営に対する執念 と能力を買われ各任地で最高の職にまで登 りつ

めた。大村は、ただひたす ら鉄道経営にのみ全力投球 した 自分の人生に、 この上ない誇 り

と生 き甲斐を感 じていた。

大村が朝鮮総督府鉄道局長 として達成 した業績は、朝鮮の国境 と辺境地域を貫通する鉄

道を敷設 し、満洲一朝鮮一日本を最短距離で結ぶ海陸の交通網を構築したことである。`朝鮮

鉄道12年 計画'の 推進 と`北 鮮ルー ト'の 整備がそれである。大村は関東軍 と満鉄の幹部

として活躍 しつつ、満鉄が東北朝鮮の鉄道 と港湾を一括 して経営する体制を作った。それ

は帝国日本が満洲一朝鮮一日本を一つに結ぶ第三の捷径を確保 したとい う点で重要な意味を

持 った。

大村は、篤実なクリスチャンだ った。大村がキ リス ト信仰 の使命に目覚め、鉄道を通 じ

た開拓を実践したのは、札幌農学校の教育理念からの影響のためだった。 とはいえ、大村

は植民地鉄道が現地の人々に収奪 と抑圧の機制として働 く点を全 く自覚することはなかっ

た。大村は朝鮮人の心を捉えることが内鮮融和の本質だと考 えた。しかし、彼が支配者 と

しての優越意識を乗 り越えていたわけではなかった。あ くまでも日本の国策を円滑に進め

その利益を極大化するために朝鮮人を理解しなだめねばならない、とい うのが大村の本心

だった。
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